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玉田　今年は津賀先生が文科省で学習指導要領の委員
をされているので、いろいろなことを言えないから司
会をやるとおっしゃってくださいました。津賀先生の
仕切りのもと、みなさんも遠慮なくいろいろな意見を
言っていただけると幸いです。では、津賀先生お願い
いたします。

津賀　はい、改めまして茨城県教育委員会の津賀と申
します。第1回からお邪魔させていただきまして4年
連続となっております。今、玉田先生からご紹介あり
ましたが、僕から決してやるとは言っていないので、
そこはすみませんあらかじめ訂正させていただきま
す。ちょっとご紹介がありましたが、学習指導要領改
訂のワーキンググループの端っこの方に置いていただ
きまして、話の内容については仲間に入っているつも
りです。その関係もありまして、あまりいろいろなこ
と言えないかなと思いまして、どこか別の席にとお願
いをしましたら、「司会を」ということでお仕事をい
ただきましたので、この席につかせていただこうと思
います。よろしくお願いします。座って少し説明させ
ていただきます。
　今日は、時間的に1時間程度いただいておりますの
で、前のメンバーでいろいろなお話していけたらいい
なと思っているのですが、見ていただいてわかるよう
に頑張っている先生に集まっていただいていますの
で、何をしようかと考えたときに玉田先生の方から、
来年の夏には学習指導要領と解説が見えてくるという
ことをいただきましたので、逆に考えると我々が自由
にものを言えるのは今しかないかなと思っておりま
す。今日お示しいただきました学習指導要領の方向性
を踏まえながら、各パネリストの方々から意見をいた
だいて、そのあとフロアの方からもご意見いただきな
がら全体的に次の学習指導要領に向けて、こんなこと
やりたいなと方向性が見えればなと思っております。

では、春日井先生お願いいたします。
春日井　はい、よろしくお願いいたします。埼玉県立
川越南高校の春日井と申します。本校の概要と今やっ
ていることと次期学習指導要領に向けての話をする
と、一通りの話になると思いますので、お話させてい
ただきたいと思います。本校は、3年生に情報の科学
が置かれています。現行の学習指導要領を決める際
に、前任の方が是非1年生において欲しいということ
で、大分頑張っていたのですが、1年生で30単位に収
めるというところで、他の教科に負けてしまい、3年
生に上げられてしまった学校です。2年間空白の時間
があったお蔭で僕は今の学校に異動して来ているので
すが、ちょっと3年生でやるのは、まずいんじゃない
かなと思っています。次期学習指導要領のまず1つよ
かったなと思っているところですが、科目名、ワーキ
ンググループなどでは「情報Ⅰ」、「情報Ⅱ」なんてい
うシンプルな名前でいいのなんて話が出ていました
が、この「情報Ⅰ」という名前は是非このままいって
ほしいというのがお願いとしてあります。ここで「情
報Ⅰ」になっていると、1年生でやる科目なんだとい
うのが、かなり明確に出せると思っています。という
のがまず1つ、校内の事情と次期学習指導要領という
ところでの、よかったなと思っているところです。2
つ目に、「情報の科学」を3年生に置いていますので、
特に「情報の科学」を使っての問題解決として是非モ
デル化とシミュレーションを使った問題解決を取り組
ませたいということで、かなりそこに時間をかけて
やっています。実は今日の鹿野先生の資料では、ペー
ジ数でいうと10ページ11ページ辺りになりますけれ
ど、途中ワーキンググループではプログラミングとモ
デル化とシミュレーションが別の単元という形で書い
てあってよかったと実は思っていたのですが、何回か
ワーキンググループを重ねるうちにまとまっちゃっ
て、ああ残念だなと思っていたんです。ただシミュ
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レーションを専用のソフトを使ってさせるのではな
く、生徒にブラックボックスの部分を1つ1つ丁寧に
解かせていくという、手順を追っていろんなことを考
えていくというところで、プログラミングに通じるよ
うな考え方ができるのかなと思っています。後から考
えてみるとコンピュータとプログラミングということ
でシミュレーションもプログラミング的な手順を追っ
た考え方ができるのかなということで、そのあたりを
うまく取り上げてまとめていっていただけるとありが
たいなと思っています、というのが2つ目になります。
もう1つとしては、なかなか校内で情報の重要性とい
うのが認識されていないというのがありますので、次
期の学習指導要領の先ほどのお話でありましたけれ
ど、情報活用能力というのが1つの大きな柱なんだと
いうのをもっと大々的にアピールしていっていただけ
たらいろんな意味でありがたいなと思います、という
ところで最初の話としてはこれくらいにさせていただ
きます。
津賀　はい、ありがとうございます。話の中で、情報
活用能力というのが一言ありましたけれど、先生のご
指導法には入っておりませんが次の学習指導要領で
は、全教科通して情報活用能力があるようなイメー
ジ、そういうような進め方をしていらっしゃいますの
で、それも踏まえて今、ご意見いただいたことですか
ね。
春日井　はい。
津賀　ありがとうございます。では次、能城先生よろ
しくお願いします。
能城　みなさまよろしくお願いします。東京都立三鷹
中等教育学校の能城といいます。みなさん当然ご存じ
なので説明するのもあれなんですが、中等教育学校と
いうことで、中学と高校一貫の6年制でつながってい
る学校で今、勤務しております。なので、中1で4ク
ラス160名お預かりするとこのまま6年間、途中から
入る子はなく教育を行うということで我々は生徒をい
わゆる中等生、1年生から6年生までで4年5年6年と
いう言い方をするのですが、そこで情報の授業を担当
しています。私の方は、もう校内では確実に4年生と
呼びますが、っていうんですけど、面倒くさいので外
部では高校1年といってしまうのですが、高校1年で
情報の科学が設置されていますので、平成25年に現
行の学習指導要領が始まったときから、「情報の科学」
の方を担当させていただいております。ポジションと
してはそういう状態なのですが、今日のテーマである
期待することとしては、本校では今「情報の科学」を
4年生で私の方で授業しているのですが。やはりこの
「情報Ⅰ」っていう流れは喜ぶことではないかなと

思っています。で、やはり私がこの中高一貫校にいて
1番感じたことはですね、多くの高校の先生もそうだ
と思うのですが、中学校でやった・やらない、中学校
での学習のブレを高校の部分でどう吸収するかのテー
マがずっと話されてきているのですが、本校の場合
は、1学年160名の生徒が中1から全部上に持ち上が
るので、実際授業では総合的学習の時間であったり中
学校の特別活動の時間、または学校行事の中でという
ことにはなるのですが、私がヘルプの形で、持ちコマ
とかは一切関係なく、1年生の段階からリテラシー教
育もモラル教育の方も連携して行うということで、い
わゆる従来の公立中学校では技術科の先生であった
り、またその他のコンピュータに詳しい先生がネット
のトラブルであったりコンピュータの使い方、情報活
用の部分というのを全体の中でやるところを一応本校
では専門家がやるよっていうことで一貫した指導がで
きています。その結果、当然高校の授業の中で「先
生、例えばですけどワープロソフトであったり表計算
ソフト的なものを授業の中でやらないのですか？」と
いう質問は当然出てきません。なぜならば、1年生の
段階から、校外学習に行きました、じゃあ校外学習の
まとめを発表してみようかってことでの発表活動や、
または、まとめのレポートを文化祭で発表しようか
と、論文作成まではいかないんですけど、報告書の作
成なんかも1年生のときからやってるんですね。で当
然2年生になると6年一貫教育なので、2年単位で我々
区切っているのですけど、6年の最初の2年終わった
最初の第一段階のまとめをしようということでまた、
発表活動を、我々はファーストステージといっている
のですけど、ファーストステージの論文、これがセカ
ンドステージ・サードステージと2年に1回あるので、
情報機器を使う、インターネットを使う、これらは子
どもたちの学習活動の中に教科関係なく組み込まれて
いるのです。なので、本校としては情報の科学で何を
やるのかっていうと、まさに学習指導要領が言ってい
る通り、情報の科学的な理解、ましてや情報のデジタ
ル化の部分、なんとなく今まで使ってきたり、なんと
なく担任の先生にこうしなさいと言われてることは、
こういう裏付けが、情報の本質の部分があるんだよっ
て言う理論しっかりやったあとに、じゃあそれを確認
してみようっていう実習をしたり、実際これを5年生
6年生になっても使わないといけないのでということ
で、授業や日々の教育活動を行っています。なので、
情報1が抱えているタテにクシが入ってきて情報の授
業こうやってやるよっていう部分は、私としては歓迎
するべきところかなと思います。一応私のポジション
としてこんな感じです。
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津賀　はい、ありがとうございます。1つ言い忘れが
…
春日井　すみません、あの、司会から言われていたん
ですが、みなさん全高情研で検索をしていただくと、
1年に1回全国の先生方が集まる研究大会が来週の月
曜日（2016年8月8日）からありますので、今日締め切
りですので今日申し込めばちゃんと名前が名札に印刷
されて、ようこそいらっしゃいませって状態になりま
すので、お帰りには全高情研と調べていただいて、今
年が来週神奈川、来年は東京で。会場はまだ未定です
が、東京でありますので、よろしくお願い致します。
津賀　はい、ありがとうございます。もうちょっとメ
リットはないんですかね、名札だけじゃなくて（笑）
春日井　全国の先生が集まりますので、みなさんがご
自身の所属で悩まれていること、県立ならではのこ
と、または私立のことで情報教育をこういう風に実践
しているんだっていう事例発表が聴けたり、また、情
報交換もできますので、より情報教育を深めるために
有効になるのではないかなと。また、鹿野先生の話に
も期待をしているところです。
津賀　はい、あの、わたしは筑波でやらせていただく
ときに実行委員やっていたものですから、この通りな
かなか行けなくなっているんですけど、ぜひ行ってい
ただければなぁと思います。
津賀　では続きまして、谷川先生お願いします。
谷川　千葉県立八千代東高の谷川と申します。この研
究会第4回目ということでおめでとうございます。第
1回目から参加させていただいていまして、毎回何ら
かの形で前の方でしゃべらせていただいています。前
回から1年経って、まさかこの1年でプロ棋士が囲碁
の世界で機械に負けるとは思っていませんでした。ポ
ケモンGOが出てきてこの話が隠れているのですが、
1年でこんなに変わるのだってことですごく驚いてい
ます。また、来年この場があったときに1年後はどう
なっているのだろうと思います。そして、新教育課程
が始まったときにどのようになっているのか思ってい
ます。私は「情報の科学」を教えたかったのですが、
今の学校で「社会と情報」を1年生で教えて3年目に
なります。今年度は、「社会と情報」を1年生の9クラ
ス私1人で担当しています。もうすごく大変です。同
じことを9クラスも授業をやるのも大変なのですけど、
それよりも評価するが大変です。評価を出すことにす
ごく苦労しました。時間的な苦労です。9クラス評価
するという同じことの繰り返しで、採点してくれるロ
ボットがいてくれたらいいなって思うのですが、考査
をマークシートでは出したくないので、記述式のテス
トでもうまく採点してくれるロボットがいてくれたら

いいなと思っています。新しい学習指導要領では「情
報Ⅰ」，「情報Ⅱ」という風に積み上げになることはす
ごく嬉しいことです。今「社会と情報」が8割くらい、
「情報の科学」が2割くらいで、8割の人たちをうまく
ケアしながら、新しい「情報Ⅰ」に向けて準備してい
くことが必要なのかなと思います。情報の担当者が準
備するのはもちろんなのですが、新しい学習指導要領
が決まったので、「社会と情報」から「情報の科学」
に変えたいなと思っています。それをうまく校内で提
案していこうと思っています。考査のとき教室を回る
と、黒板に「社会と情報」と書いてくれていることが
少なくて、「情報」と書いてあったり、「情報と社会」
と科目名新しく作ってもらったりしている状態なの
で、校内でなんとか「情報の科学」が必修ですと提案
したいなと思っています。今日1日よろしくお願いし
ます。
津賀　はい、ありがとうございます。では、大橋先生
お願いします。
大橋　千葉県立船橋啓明高等学校の大橋と申します。
第2回目から参加させていただいて、役割としては、
皆さんがきっちりとした格好をしてる中でこうやって
いい加減な格好をしてるって、ちょっといい加減な発
言をしても良いのかなという感じで捉えていて、去年
も結構いい加減な無茶ぶりの司会をして、これでおろ
してもらえるかなと思ったらおろしてもらえないでこ
の場にいます。今回なんですけれど、まず自己紹介を
します。最近私の傾向は、IT機器の展示会とかはあ
まり行かなくなったのですけど、プログラミング言語
のユーザグループの会に結構行きます。3つくらいに
よく行ってるんですけど、昨日も実は行ってたんです
よ。昨日も、渋谷のサイバーエージェントの会社の中
でやってたんですけど、最近そこで思うことというの
は、当初私は今の高校生は一生懸命「ポケモンGO」
をやってたり、大学生も「ポケモンGO」やってて、
このままでこの社会は大丈夫かなと。プログラミング
とか入ってきても大丈夫かな、っていうふうに凄く心
配していたんです。ですけど、昨日そのユーザグルー
プ100人以上集まっていて、いろんな業種の人いるん
です。中には病院に入院してる人もいました。その人
なんかも発言してたんですけど、凄かったですね。機
械学習とかビッグデータとか深層学習とかそういう内
容を凄く熱く語ってたんですよ。マイナーな言語じゃ
ないんです。あとで話しますけどIEEEの調べたこれ
からの重要な言語っていうのが26日に発表されまし
た。その中でもベスト10に入るような有名な言語な
んですけど、そのユーザグループの中で若い人たちが
こんなに活躍しているんだ。こんなに一生懸命やって
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る若い人たちいるんだ。しかもそのコミュニティって
いうのが、皆さんもご存じかもしれないんですが、
チャットシステムみたいなやつでSlack っていうのが
最近あるんですけど、その中でも質問すると、おじさ
んたちとか若い人たちがガンガン答えを返してくれ
る。そういうコミュニティができあがっているんで
す。昔だったら我々のニフティサーブのなんとか
フォーラムとかそんなのでやってた時代のものとはス
ピード感が違う。そんな感じでこんなコミュニティが
今、いっぱいあるんだって言うのが楽しくて、いろん
なユーザグループに行ってるんですけど、そこでやっ
ぱり違和感を感じるんです。ユーザグループに教員の
姿が見えない。そこで、学校の先生って今、プログラ
ミング大丈夫？ってよく言われるているのですけど、
心配になるんですよ。世の中の若い世代の人たちに対
してもそう心配してたのは私の間違いでした。学校と
いう社会だけがちょっと心配なんですよ。ユーザグ
ループではないある学会での話です。そのなかで、な
んで中学、高校の教育現場でプログラミング言語普及
しないんでしょうねっていう質問したことがあるんで
すよ。「昔みたいにBASICが全盛期だった時みたいに
普及しないですね。どうしてだと思います？」って
言った時に、ある理学部の大学の先生が凄く失礼なこ
とを言ったんです。皆さん、気を悪くしないでくださ
い。「中学、高校の先生がプログラミング言語をやら
ないんじゃないんだよ。やらないような人が中学、高
校の先生になっているんだよ」っていわれた。「うー
ん」と思ったけどそうなのか。教員養成している側の
大学からしたらそういうふうにプログラミング言語な
んかあんまり興味ないやっていう人が数学とか理科と
か情報の先生になって教えているんだ。この中には若
い方でそうじゃない方って結構いらっしゃると思うん
ですけど、それでも、現場での活気のなさっていうの
を作っているのかなと、ちょっと心配しています。こ
んな話ばかりしていると他の人よりも時間超過しちゃ
うんで、期待すること。次期学習指導要領に期待する
こと、文部科学省に期待することとかそれ以外の世の
中に期待することも含めてですが、まず一つ目は能城
先生も言ってくれました。それにちょっと追加します
けど、今回あのワーキンググループの津賀先生も含め
て頑張って小中高大、接続の部分の情報教育を考えて
いただきました。これは私が10年くらい前に鹿児島
大学の学会で小中高大の情報科目の接続はどうしよう
かと話をしたところ、大学の先生が高校が悪いんだ、
高校の先生は中学校が悪いんだ、中学校の先生は小学
校が悪いんだって下に押し付けていたのです。だけど
ここで接続をちゃんと考えてくれました。じゃあここ

で頑張って接続しようじゃないかと思うのです。その
ために何が必要か。逃げ道を作らないことだと思いま
す。いまだにやっぱり「情報の科学」とか「社会と情
報」をやっていても、Word、Excel、PowerPointし
かやっていない学校っていっぱいあるんですよ。おそ
らく次期学習指導要領になってもあると思います。プ
ログラミングと言ってもプログラミングを何もやって
ない学校はできると思います。だけど、その逃げ道っ
て言うのをガチガチじゃ困るけど、そこまで落とした
逃げ道を作ったら接続もありません。中学校でここま
でやってきたでしょ、高校ではこれを教えますよって
言われたときにやってないっていう状況あったら何も
できないじゃないですか。だからその辺の逃げ道を作
らない工夫を考えていく。あとは今日松田先生のお話
でほんとに新しいアイデアができたと思ったのは、プ
ログラミングはさっきいろんな先生と話していたんで
すけど、ゼロから作るべきだったんですけど、さっき
の松田先生のお話で、データを基にしたプログラミン
グっていうのもあるんだ。データを持ってきてそれに
よって加工する。例えば、難しいよって言われたんで
すけど、文字認識のプログラムをモジュール化して
作ってあげて生徒たちが文字書いて、「この文字なん
だ？」っていうのを認識させるのだってありです。
データありきのプログラムになるわけですよ。そうい
う風なものをに入れていただきたい。ゼロからソート
とかサーチとか旧来あるようなプログラムばかりじゃ
なくて、そういうようなデータのプログラムとか。と
かくあのIEEEのベスト48くらいあるんですけど、
「これからの世の中で最も重要だと思われるプログラ
ミング言語はなんですか？」みたいな質問に対して出
ているプログラミング言語がCとかJavaです。今、
手続き型じゃないプログラミング言語がたくさんあり
ます。関数型などのProceduralでない言語が凄く多
いです。データ、大規模データを扱おうと思うと、必
ずしもJavaなどの手続き型プログラミング言語が良
いとは言えません。だからそのようなのプログラミン
グ言語の特性やテクニック，考え方も扱ってもらいた
い。昨日のユーザグループの発言の中で、こういう質
問ありました。データをループの中でガンガンまわし
ている時にどんどん追加するにはどうしたらいいです
か。いやそれはforループの中でどんどんappendすれ
ば良いんだよって言ってました。活発なグループなの
にこの人たちプログラミングのこの言語の特性をわ
かってないなと。それだったらメモリ上でたくさんコ
ピー作られるから速度が遅くなるに決まっています。
大規模データをそんなんじゃ扱えるわけない。メモリ
が勝負だと思ったのにそういう人たちがいまだにいま
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す。だからやっぱり高校の教育で最適化とまでは言わ
なくても手続き型だけじゃない言語の使い方は教えて
もらいたいと思うのです。難しく考える方もいらっ
しゃるかもしれないんですが、手続き型でforループ
とかそういうのだけじゃなくても、単なる関数の入れ
子構造やハッシュでも動くプログラムはある、くらい
でよいと思います。その辺のことを教えないで、もう
forループじゃないとグルグル回らないんだみたいに
やったら、ちょっと厳しいかな。あとはもう一つ、プ
ログラミング関するモデル化に対してなんですけど、
今までだとモデル化とシミュレーションって出てきて
ましたけど、ここまできたんだったら数理モデリングの
考え方を少し入れてほしいなと。そういう風な考え方
を持っています。ちょっと言葉が難しいかもしれない
ですが、もし、この辺難しすぎるよと言う場合は意見
お願いします。それ以外にも要求したいことはたくさ
んあるんですけど、長く話すぎたので次にまわします。
津賀　はい、ありがとうございます。あの想定内で
す。大丈夫です。では、続いては滑川先生お願いしま
す。
滑川　千葉県総合教育センターの滑川と申します。よ
ろしくお願いします。私もこの会には以前から参加さ
せていただいています。この研究会が始まるときに、
柏の葉高校というすぐ近くの高校に勤務していて、こ
の会についての相談を受けたのが最初です。それから
参加させていただいております。昨年度から総合教育
センターの情報担当に異動し、職は変わったのですが
引き続き参加させていただいております。平成12年
に免許講習会で情報科の免許を取得し、平成15年に
教科「情報」がスタートして、2年前まで授業をやっ
ていました。個人的に凄くもったいないなと思ってい
るのは、教科「情報」は、もうスタートから10何年
もたっているのに、現場での指導に差があったりし
て、卒業した高校生にきちんとしたレベルの力がつい
ていないという現実があるということです。東京にあ
る教育系大学で情報を教えている先生から聞いたので
すが、かなり学力の高い国立大学であっても2進数の
ことをちゃんと勉強しないで来ている学生さんがいる
という話です。情報を高校で勉強していれば、2進数
を知らないことはあり得ないと思います。でも、そう
いう現状があるということです。情報科の教員の採用
があまりすすんでいないということもあると思います
が、情報の大切さがあまり理解されないまま、10年
くらいたってしまったのかな、という気がして残念で
す。次期学習指導要領に向けて、小中高校で学ぶ情報
に関する内容が整理されてきているので、その内容が
小中学校の各教科の内容に書き込まれてくるというこ

とを非常に期待しているところです。情報に関する内
容がきちんと小中学校で実施されて、高校入学時に足
並みが揃ってくることが現実になるように、今の立場
で、先生方への研修をしっかり行って、高校に入学し
てきた時にやっぱりできてないということにならない
ようにしなければいけないと思っているところです。
それで、そういうことを実現するためには、例えば高
校の情報科の先生が地域の中学校と連携して、中学校
で学ぶ内容をお互いに理解し合うとか、一緒に教材を
考えるとか。中学校の先生は小学校の先生とプログラ
ミング教育について連携をとったり相談したりしてい
くとか。そんなコミュニティを作れないかなと考えて
います。そういうことを考えながら、今年度、教育セ
ンターの研修で高等学校の情報科の先生向けの研修を
久しぶりに再開しました。10年くらい前はセンター
での研修があったのですが、参加者が少なくなってき
て廃止になってしまったようです。学習指導要領が新
しくなった時に、乗り遅れないでスタートを切れるよ
うにしっかりと研修を行っていきたいと思っていま
す。

津賀　はい、ありがとうございます。ちょっと一個だ
け質問良いですか。
滑川　はい。
津賀　センターの研修ってことなんですけどどんな研
修ですか。
滑川　今年は問題解決とプログラミングに関すること
について、1日目が6月15日、2回目が8月25日で、2
日間で行います。1日目と2日目の間に宿題で指導案
を書くというのがあります。今、センターでもなかな
か新規の研修講座を作ることは難しく、何かを廃止し
ないと作れないような状況なので、2日間の講座が新
規にできたことは結構画期的なことだと思っていま
す。この火を消さないためにも、来年参加してくれる
人が増えてくれることを期待しています。
津賀　はい、ありがとうございます。一応、一通りパ
ネラーの方からは話を頂いたのですが、だいたい半分
くらい過ぎたところで、ここまで、鹿野先生とか松田
先生とかのお話を伺いなら、新しい学習指導要領が少
しは頭に入ってらっしゃるかなと思うんですが、それ
を受けて、鹿野先生に直接言えなかったこと質問も含
めて、こういうこと期待したいんだなとか自由な意見
で結構なんですけど、フロアの方からいただけるとあ
りがたいと思います。その際なんですけど、すみませ
ん浅見先生、上手に整理されていらっしゃいました
が、教員配置の問題とかっていうのは中々国レベルで
は整備できない。どちらかと言うと私が責任を持つ内
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容ですが、学習内容、それから学習方法、その辺でご
意見等いただけるとありがたいなと。いかがでしょう
か。
玉田　ご指名もありますのでお願いします。
浅見先生　突然ですね、先ほどのお話の中で、問題解
決能力という言葉がよく出てきたと思うんですが、私
もよく理解していないので、先生方の内容を伺いたい
んですけれども、情報で教える問題解決能力ってなん
なのかなと思っていて、問題を解決するための力を問
題解決能力と言っているのか、それとも問題を解決す
るためにはどうするべきなのか、それを見つけるのが
問題解決、情報でいう問題解決能力なのか、私はどち
らかというと後者なのかなと思っていて、前者はそれ
こそ他の教科とかと連携して科学的なことを科学の力
で解決するんだとかなんかそんなイメージだったんで
すけれども、どうもなんかいろいろお話を聞いていて
私の考えがこんがらがってしまっています。私、情報
の初任の者ですから、不明確なところがありまして、
その情報から教えるべき問題解決能力ってどんなこと
かできれば具体的に教えていただければと思うんです
が、いかがでしょうか？
津賀　はい、ありがとうございます。どうですか、春
日井先生お願いします。
春日井　僕も問題解決は別に情報だけじゃなく、他の
教科でもちゃんと取り組むべきものだと思っていま
す。例えば社会だったら社会のものの見方での問題解
決、理科であれば理科の知識を使った問題解決ってい
うのがあるはずなので、単に知識や理解を持つだけの
授業ではなくて、それぞれの教科の知識を使った上で
の、問題解決、思考・判断・表現を使って、解決して
いくということをやっていくべきなんだと思っていま
す。それで情報ならではということでは、情報の特性
を考えた上での情報解決、問題解決であったり、あと
は1つ、情報の処理の手段として、コンピュータを
使って、人間の力だけでは解決できないような、大き
なデータを扱ったりだとか、繰り返し何かを行うと
か、情報そのものものの特性を知った上での問題解決
というのをしていった方がいいのかなということです。
問題解決は、僕は情報だけのものじゃないと思ってい
ます。その上で情報でやるべき問題解決は、先ほど
言ったようなことを、上手く取り組んで教科の中で
扱っていく必要があるんじゃないかなと思っています。
津賀　はい、ありがとうございます。もう一人くら
い。じゃあ能城さんお願いします。
能城　すでに既知のことかもしれないですが、今、横
で、春日井先生が話している横で、情報科問題解決で
ググるとですね、5番目に学習指導要領の解説が出て

きて、3番目に玉田先生の書かれた情報的な見方、考
え方、「3種の知識」が3番目。2番目に情報科教育で
扱うべき問題解決で松田先生の記事が出てきて、やっ
たー私1番だーって今喜んでたんですけども、ICTエ
デュケーションに私が書いたパンフレットがあって、
出てて、自分で写メったことを思い出したんですけ
ど、あの、生徒は、情報の授業、国語の授業、英語の
授業じゃなくても、問題解決として捉えれば、いろい
ろしてるんですけどたぶん高校1年生くらいだと、意
識して問題解決してないんですよね。それをいかにそ
の自分で「あ！失敗した」とか超えなきゃいけない壁
があるって言って、疑似体験させて、じゃあどうすれ
ばいいだろうと思考判断させて、「ほら、考えたから
問題解決したからできたよね」っていう体験をさせて
あげることが大事なのかなと。そのために、例えば部
活動であれ、国数英の教科であれ、情報であれ、教え
るべき内容や、授業で扱うテーマがあると思うんです
よ。で、先生がどこでやるかなんですけど、例えば、
画像処理がうまくできなければ、画像処理をこういう
風にするとほら、もっと効率よく、もっと素晴らしく
できるようになったよね、だし、情報から外れたって
同じ理屈は例えばうまく意思疎通ができなかった。
じゃあこうすればいいじゃないかっていうことができ
るんです。なので、授業の中で心掛けることとして
は、できるだけ高校生に身近な題材を扱う、私絶対
やっちゃいけないなって思うのは、高校生が家族で夏
の家族旅行の計画を立てようっていう問題解決は絶対
ダメだと思うんです。高校生は、お父さんお母さんに
今年の夏はここに旅行に行こうって提案しないと思う
んですよ。予算はいくらで、休みはここだから、お父
さん、お母さんこの旅行がいいと思う。こっちはダメ
だっていうプレゼンはしないんですよね。でもそれよ
りは自分で試合に負けちゃったから今度の夏の大会で
勝つためには、こうすればいい。去年はこれで負け
た、だから、こういう練習をしようという計画を立て
させ、その結果の振り返りをさせる。だから、一言で
言っちゃうとPDCAをしたいけど、そのためにまぁ
現行の学習指導要領であればKJ法であったり、ロ
ジックツリーであったり、いろんな方法が教科書にで
ているんですけれどもそのあたりを授業の中で、取り
入れてみて、子供達がそれを学んだことで「あ、なる
ほど、じゃあ今度文化祭のテーマそうやって決めてみ
よう」みたいにあの生活に結び付けられると良いので
はないかなと。
津賀　はい、ありがとうございます。浅井先生、いか
がですかね。
浅井　今、能城先生のお話を伺って、続けて質問し
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ろっていう雰囲気ですね。その問題解決能力、そのど
うやれば問題解決するかなっていうのは、いわゆるプ
ログラミング的思考に通ずるものがあるのかな、なん
てお話をなんとなく能城先生のお話を聞いてて思った
んですが、プログラミング的思考っていうのは例えば
どういったものになるんでしょうか。
大橋　物事を論理立てて筋道を立てて、計画的にでき
る力を養うためにプログラミングで、こうすると効率
が良くなるだったり、こうすると実現できるだと思う
んですよね。なので私も今、授業改善で考えているの
は、本校でも「情報の科学」の問題解決の中で、コン
ピュータを使った問題解決という単元はもちろん扱っ
てるんですけど、今自分で言ったように子供たちのリ
アリティを求めるとですね、単に円周率を求めても子
どもは喜ばないんです。面積求めても喜ばないんです
よ。それならば、電卓たたけばいいと思うんだけど、
じゃあ、何故、2重ループで掛け算九九の結果を綺麗
に出してみるとかってベタなプログラミングの初級学
習であるんですけど、大人は綺麗に書式指定を使っ
て、綺麗に出すと、喜ぶんですけど、高校生喜ばない
んですよね。九九が出ても、子どもらが自分らで考え
て失敗して、うまくいって、よしって思う題材は何か
なって思うと、今だと、アプリをつくるか、ブラウザ
の中で何かが動くか、自分の手元のデバイスでも、
「おー、ほら見て！こういうものができたんだよ」っ
ていうことを実現させるのにプログラムを使った論理
的思考ができるといいんじゃないかなと思って、今年
はちょっとそれをテーマに授業実践できればなと思っ
て準備をしているところなんです。はい。
津賀　はい、ありがとうございます。今プログラミン
グって話もずっと出てきているので、もう少しとりた
いと思っているんですけれども、ご用意いただいた資
料見ますと、17ページですかね、鹿野の先生の資料
のところで小学校団体におけるプログラミング教育実
施例ですとか、それから中学校段階におけるプログラ
ミング教育の例を、いただいているところです。我々
の方向として、さぁどっから入るか、それからどこま
で見てあげるかと言うことで、具体的なところが見え
てない中ですけれども、考えてらっしゃる方もいると
思うんで、その辺を少し谷川先生に変わっていただけ
るといいかなと。
谷川　はい、そうですね。私2学期の初めに今の学校
に来てから生徒にアンケートをとっています。で、中
学校でプログラミングを習っていますか？と言う話を
聞くと、一昨年は、一割しかやっていない。それに、
市町村によって差があります。去年はもうちょっと上
がって、2割弱くらいで、意外と市町村によってこん

なにデコボコがなくなってきているという結果が出
て、今年やってみてどうなるのかなと思っています。
私はScratchというソフト（今NHKで「Why !プログ
ラミング」で使用されているソフト）を活用して生徒
にプログラミング体験させています。中学校でも
Scratchを使っているという生徒が現れてきて、中学
校からどのくらいやってくるのかなっていうことまで
は把握してはいないのですが。授業では、やってきて
いる生徒はそれなりに、中学でやってなくても、自分
で習っている生徒はでき、困っている子の助けとか、
そういうことで授業中に活躍してもらえればと思って
います。高校で、プログラミング経験が、ゼロからと
思って始めた方がいいのか、ある程度ここまでできて
いるよと言うことを前提に始めた方が良いのかってい
うことが悩ましい所です。けど、その辺を最初の教科
始める時にどのくらいできるのかってことを掴めるよ
うなアンケートを考えていきたいなと、考える必要が
あるのかなということをなんとなく今の話を聞いて
思っています。Scratchは小学校からもできて、これ
はあまり高校生には適さないではないかという意見を
持つ方もいると思いますが、高校だからテキスト言語
でなくてはいけないと。そうではないかも、と私は
思っています。Scratchは、奥の深いところまででき
るので、どこまでのレベルを教えていくかが問題にな
ります。授業が、1時間なのか、2時間連続でやるの
か、作品は、何時間かで完成さしていくもので教える
のか、それとも1時間で完結して教えるのかというこ
とも教員がデザインをして、どういうものを目指して
生徒に理解してもらって、ここがここまでできるよう
になったらいいなと考えながら授業を指導していきた
いと思っています。そういう事例をたくさん考えてい
く必要があるのかなと「情報Ⅰ」が始まる前に思って
います。
津賀　「はい、ありがとうございます。一個質問して
良いですかね。アンケート取られたということですけ
ど、子どもたちは具体的にどういったものを勉強して
るんですかね。
谷川　生徒もよく覚えてないのですよ。あの、私も1
年前のことよく覚えていないのですが、あのなんか計
算みたいなっていうようなことを、でも、Excelで
やったことをプログラミングで答えているような生徒
もいるみたいな感じで、そこまでちょっと突っ込んで
気にして聞いていないので、生徒に直接聞くこともで
きるのですが、そこまでできていな状態です。
津賀　はい、ありがとうございます。中学校の方も、
この年度末に新しい学習指導要領出るということで、
急激に変わるのかなと思いますけど、そうしましたら
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大橋先生、次良いですか。
大橋先生　え、何をですか？
津賀　今と同じで、プログラミングのその間口いろい
ろとある中で、どの辺から入ってどこら辺まで行って
きたのかなとその思いですね。
大橋　勝手な思いで話をすると、今、谷川先生が言わ
れたScratchみたいなビジュアル型プログラムってい
うのもOKだと思います。みなさんも使われてる方も
いらっしゃるかもしれないんですけど、結構、数理モ
デルや可視化のソフトなんかでは、モジュールがグ
ループになってそれを繋いでビジュアルプログラミン
グなんていうのが実務でも結構使われてます。ビジュ
アルだからって低学年向きとかそういう先入観は持つ
必要がないかなと思うんですね。私なんか思うのは、
ほんとに、小中でどこまで教えるかなんですけど、例
えば、単純なループとか制御構造まで中学校で教えら
れるのならば、高校では、ほんとに、大学まで行かな
くても実データに近いものを扱えるとか、あとは、大
学でも使えるような繋ぎになるような言語を教えても
らった方が良いのかなっていう風に思うんです。そう
すると、大学行って、高校でこれやったから役に立っ
た、接続ができるかな。そう思うと、例えば今の教科
書を見ていると、うちも「情報の科学」を教えてます
けど、教科書がダメかなっていう気がするんですね。
おそらくほとんどの教科書がVBAとJavaScriptで書
かれています。JavaScriptも使い方によっては、Web
とかモバイルに関しては使えてる言語だと思うんです
けど、VBAとなると、結局、Microsoft Offi  ceが入っ
ているからそれを使うっていう感覚になっているだけ
だと思うんですよ。そうすると実務で使うのはExcel
でVBA使えるじゃないか。実際に専門教育でExcel
使う方っていうのもそんなにたくさんいるかというこ
とさえ疑問にもなってしまうし、実際の業務なんかで
使う方でも、昨日のユーザ会から引きずってもあれで
すけど、昨日のユーザ会では、Excelはもう大批判の
的になってました。実際にExcelでは何もできない
じゃないかっていうレベルになってますんで、もしや
らせるんだったら、問題解決の話じゃないですけど、
選択肢ですよね。この問題はどうやって解決したら良
いんだっていうのを選ぶ段階が問題解決の考え方だと
思うんですよ。その時にその言語を選べる、だからっ
て多言語やりなさいとは言わないけど、選べない言語
はやるべきじゃないかなと。だから例えば、今言った
ビジュアルプログラムもあり、あとはグラフをつくる
だけのビジュアルプログラムもあり。例えば今、昨日
のユーザ会で面白かったのが、今日都知事選ですよ
ね。都知事選での3候補のTwitterのいいねと、あと

は、それのリツイート数、それを、どう、考えますか
ね。もう、問題はハッキリしていないんですよ。問題
を明確化するためにプログラムする。そうするといろ
いろなプログラミング考えられますよね。例えばグラ
フにするのもプログラミング、横軸を例えばいいね数
にして、縦軸をリツイート数にするとそれぞれの候補
の傾向も見えてくるわけです。これも問題解決だと思
うんです。だから、何を選択できるか、選択肢を増や
してやることだろうと思うんで、だったら使えないプ
ログラミング言語はあんまり使うべきじゃないかな。
だ か ら さ き ほ ど 紹 介 し た IEEE の Important 
Language って言ってるのもこれからの世の中で重要
だと思われる言語。そのなかでVBAっておそらく
50%以下くらいになっちゃうんですけど、重要だと
思ってるから、だから、ちょっとハードル上がってて
も、世の中や将来の研究で使える言語、私なんかだ
と、最近、アメリカで大学教育の中で教える言語は
Python っていうJAVAを超えたって言って話題になり
ましたよね。で、Python って難しいじゃないかって
言うかもしれない。だって今Python ってIPython っ
てご存知ですか？Webベースでノートブックってい
うんですけど、Shift+Enterを押してどんどん実行し
てノートブックになって進んでいくんですよ。コード
も書きやすいし、出力結果も出しやすいし、あとは昨
日やってたものなんかだと、言語でプログラムにした
ものでも結局プレゼンテーションするとき、そのまま
Webベースでプレゼンテーションできる。そういう
ような言語なんかも結構あります。だからそういうこ
となら連携とか大学や世の中で使える。あとは業務で
使える。プレゼンに使える。そういうところっていう
のを意識した、あとはデータの扱い。そういう風な言
語ってを扱えてほしいなと。そこでネックになるのは
やっぱり教科書会社かなと思ってるんですけど。今の
教科書会社のプログラミング言語は私はハッキリ言っ
て満足していません。長いプログラミング言語が載っ
てるものもあるんですけど、これ使って結局何になる
のっていうプログラミングもあるんですよね。これ
作ったって結局プログラミング教育＝タイピングじゃ
ないか。そうなっちゃったら意味ないじゃないです
か。だったら考えさせて自分たちで改善させるような
プログラミング言語が良いかな。っていう気がしてま
す。
津賀　はい、ありがとうございます。すみません、時
間の方が4時45分までっていうことなので5時までで
したよね。はい。そうすると、プログラミングに関し
てはなるべく、私もそうですけども、実際どうやって
行くべきか、どこまでいくべきか、なかなかあの悩ま
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しいところだなと思っております。今日は、前にいる
方々からそれぞれご意見いただきましたけれども、お
そらく来年夏にですね、具体なものが出た段階でもう
ちょっと突っ込んだ議論ができるのかなと思っており
ます。今の話はこれまでにさせていただいて、時間が
ないということですので、最後もう一度ですね、端の
方から、それぞれ、プログラミングを含めまして、言
い足りない、言い忘れたことがあれば、次の学習指導
要領に向けてですね、こんなこと期待したい、もしく
はこんなこと私はやっていきますみたいなのがあれ
ば、ちょっと一言ずつ頂ければと思います。
春日井　突然なので・・・完全にまずそうですね、い
ずれにしてもいろんなことで考えていかなければいけ
ないと。私だけじゃなく、実は登壇者全員がどちらか
と言うと「情報の科学」をやっているか、もしくは向
いている教員が並んでいるのかなと言う風に思ってい
て…。
玉田　要はアウェイな感じがしますね。
春日井　あのー、そうなんですよ。
玉田　今回、私学の先生方が非常に多く、特に若手の
先生方が参加して下さっています。後程、是非、懇親
会でじっくりお話をしていただきたいと思います。
春日井　ちょっとそのあたりが気になりながら、どう
しようかなと思いながらいたんですが。今、横で能城
先生が聞いてみたいなんて話をしていたので、えっと
まぁたぶん2：8くらいの比率になるような気がする
んですが、現行で「社会と情報」をされている先生ど
れくらいいらっしゃいますか？はい、「情報の科学」
をされている先生どれくらいいらっしゃいますか？な
んか2：8よりも、もっと差が開いて、かなり科学的
な理解を中心にした次期学習指導要領の情報Ⅰ、Ⅱで
いくとなったときに、登壇者の我々は大丈夫なのかな
と思いながらも、先生方が全体として情報の免許をあ
まり持っていなかったり、兼任していたり、免許外
だったりと言う話も出ています。そのあたりをどうい
う風にしていくかというのは大きな課題になっていく
んですが、やっていくしかないので、私もそうです
が、先生方もいろんなところで研修して勉強していか
ないと、たぶんついていけないだろう思っています。
おそらく内容はこの方向で固まっていくと思います
し、私自身、科学でまとまってよかったと実は思って
います。いつまでもワープロ、表計算、パワーポイン
トという授業をやっているのが望ましいわけじゃな
く、しかもただコンピュータを使っているのではなく
ちゃんと科学的な理解に裏打ちされたということが書
かれていますが、あのそういった背景をもっていろい
ろな情報を見ていく必要があるのかなと思っていま

す。それで、先ほど、プログラムを書けるようになれ
るだけの時間がとれるかというと、おそらく厳しいよ
うな気がしてまして、先ほど松田先生のお話を聞きな
がら思っていたのは、情報教育と情報処理の専門教育
とで違うというお話がありましたけれど、例えば、プ
ログラミングを経験して、コンピュータがどういう風
に動いているか、これから、人工知能、先ほどアル
ファー碁が人間に勝ったという話がありましたが、人
間と全然違う仕組みで動いているコンピュータは、単
にプログラムで書かれたことを大量のデータを処理し
て動いているというような見方ができないと、人工知
能が発達してきたときに人間よりもコンピュータの方
が凄いものだという見方をした誤った認識をしてしま
うと思います。そのようなことがないように、人間が
あくまでも主でコンピュータはその道具であるという
ような見方をする上でも必要かなと、科学的な見方と
いうのは必要かなと思ってますので、いろいろな経
験、そういった科学的な理解に基づいたような経験を
させていきたいなと思っています。そういう意味での
科学的な理解に向かっていくのは僕は良いんじゃない
かなということでまとめさせていただきたいと思いま
す。
津賀　はい、ありがとうございます。続いて能城先生
お願いします。
能城　じゃあ、主に私は、突っ込みたかった、言い残
したことを言うってことで、大橋先生はExcelの話と、
逃げ道を作らないっていう話をしてくれたんで、私は
Excelとタイピングの話をしたいのですが、同じく私
もExcelでプログラミングをやることは大反対な人で、
やっぱり一コマの授業で子どもらをどう変えたいかっ
ていった時に何かを学んだからこの1時間この1単元
学んだから子どもらは何々がわかるようになった、
何々ができるようになった。授業で変わったっていう
ことが我々目標としてあるはずなんですね。単元ごと
に。ところがですね、私わりと好きで生徒が帰ったあ
ともう夜7時とか8時に学級日誌見るのが好きなんで
すよ。自分の授業のあと今日日直は何を書いたんだろ
うと。そうするとですね、昔Excelでモゲモゲって
やったことがあるんですけど、そのモゲモゲっていう
部分は全部抜けて、情報、能城先生、Excel って書い
てあるんです。あの子どもらはExcelやった記憶しか
残らないので、そのせっかくここではこういうことを
Excelをやったことで学んでほしい。ちなみにあの
データ処理で凄いデータを処理して統計的に扱うみた
いな単元をやったときなんですけど、Excelしか記憶
に残らないんだ、と思うので、例えば教科書でプログ
ラミングで問題解決思考だったり、論理的思考を養い
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たいのにExcelをやると、今日はなんかExcelでなん
かいっぱい数字を打ったとかそういう記憶しか残らな
いので、Excelは大反対です。逃げ道を作らないって
話では、私はタイピングに関しては、ある程度の必須
技能を求めるべきだと思っていて、生徒に皆さん
ちょっとプロジェクターがないのであとで調べてほし
いんですけど、慶應SFCの湘南藤沢キャンパスの
SFCタイピングテストって入れてもらうとですね、
実は、慶應さんのSFCは1分間に150字、2分間で
300字、間違い10文字以内に打てないと進級、卒業
できないんです。正確にいうと進級はできるんですけ
ど、そのタイピングテストに受からないと卒業ができ
ない。で、藤沢キャンパスの中で1人か2人毎年いる
と、先輩から聞いてるんですけど、ITはツールであっ
て、特別なものではない。なので、もう高校がとか中
学だって下に責任を押し付けるんじゃなくて、SFC
の学ぶポリシーとして、タイピングはここまでは最低
できないとダメだってのを大学として課している。そ
うすると私たちは高校の教員としてどこまでは譲れな
いところなのかっていうのを明確に線引きをするって
いうのも一つはありなんじゃないかなとっていう気は
してます。なのでうちでも実は教えるのは教えてるん
ですよ。中1の時にIDとパスワード私セキュリティ
ポリシーの話、いっぱいして、最後に君らが高校生に
なった時にタイピングテストをするからねと。君たち
の授業受け持つことは3年間ないんだけど、3年後テ
ストをするからね。で、それは、成績にも入るからね
と。これから学校生活の中でコンピュータを使うこと
はいっぱいあるから、何で使うかじゃなくてタイピン
グはしっかりしときなさい。キーボードの場所を覚え
てない。タイピングができない人はひとまずフリック
をやめましょう。あの中学生持ち込み禁止なので、家
に帰ったらフリック入力をやめて、ローマ字入力にし
て、「先生、それじゃ打てませんよ」って生徒は言う
んですけど、打てるようになったら戻しても良いよ。
でも、ある程度できないんだったら、きちんとそこは
もう、高校の情報と言う授業ではやらないので、てい
うのは私の中での一つの逃げ道を作らない。その上で
理論やその他の実証、というところが、パネラーの話
を聞いていて思ったところですかね。はい。
津賀　ありがとうございます。谷川先生すみません、
お願いします。少し短めで。
谷川　今年になってから何回か研修に出させていただ
いていますが、ほぼ年休で行っています。今回の参加
者で新しい若い人が増えてきましたよね。新学習指導
要領に向けてですが、その時に担当できない年齢等に
なる先生方がある程度3割以上います。私は何とか、

新学習指導要領で教えられるのですが、これから新学
習指導要領初めるにあたって、新しい人がいっぱい増
えてきて、「情報Ⅰ」という一つの教科になるので、
情報の先生方のネットワークを凄く大切にする必要が
あると思っています。去年くらいから変わってきたの
は、世の中にロボットがいっぱい出てきて、ペッパー
君をはじめ、ロボホンも出てきたし、ロボット型何と
かっていうのがいっぱい出てきましたよね。情報の授
業の中で人とコンピュータの違いって何だろうってこ
とを少し教えられたらいいなと思っています。そうい
うのが少しふれたい、でも2単位なので、そんなに
いっぱい教えらない。無理しない程度で「情報Ⅰ」が
始められるように準備していきたいなと思っていま
す。以上です。

津賀　はい、ありがとうございます。では大橋先生お
願いします。
大橋　情報の先生になる前ですね、今から20年くら
い前ですかね。あるIT会社の方にこんなこと言われ
たことがあったんですよ。数学の3Dの図形をワイ
ヤーフレームでBASICでテンテンテンテンテンテ
ンって描いて，古い人だと書いた覚えあると思うんで
すけど、陰線処理とか一生懸命やってたんですけど、
「大橋先生、それをCGって言っちゃったら笑われる
よ。」あの当時「ジュラシックパーク」って言う映画
があって、「ジュラシックパーク」って恐竜全部CG
でできてますよね。皮膚とかそういうの全部CGでで
きてるわけですよね。子どもたちは本物を見ているん
だから、学校では本物を見せなきゃダメなんだよって
言われた。IT関係の方に言われて、あー、そうだよ
ね。学校ではやっぱり本物見せなくちゃダメだよね。
で、今日3Dプリンタ見せてもらって、あー、こうい
うものって学校にないよねと。やっぱり本物見せな
きゃいけないんだと。で、さっきちらっと話したの
も、都知事選の話、結局、今、彼らってSNS ってガ
ンガン使ってるわけですよ。ツィッターとかLINEと
か、だったらSNSのデータも見せなきゃいけないだ
ろうし、あとは、実際にロボットとかAIとかある機
械学習の実際にツール化しても構わないですよ。
ちょっと表面でも見せなくちゃいけないと思うんです
よね。例えばAEONに入る時に自動車のナンバーっ
てどうやって認識してるんだとかそういうのなんかで
も見せなきゃいけないだろうと。実際に世の中がどう
いう風に動いてるのか、現実を見せるのがこの教科か
なって思うんで、やっぱり貧弱なところで妥協しちゃ
ダメなのかなって言う気がしています。だから今度の
新学習指導要領って言うのはほんとにその現実の場
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面、社会システムとかそういうのも含めて本物を教え
られるような教科になってくれるとありがたいなって
自分では思っています。以上です。
津賀　はい、ありがとうございます。じゃあ滑川先
生、30秒くらいで。

滑川　いくつかありますが、一つはキーボード入力に
ついてですね。今、小中学校ではタブレットの導入が
進んでいて、それはそれでメリットがあると思うので
すが、キーボードはいらないの？ということはよく議
論になると思います。一時期タブレットならなんでも
できるみたいな感じがあったと思うのですが、やはり
キーボードはどうしてもある学年以上になると必要だ
と思いますし、使い分けが必要なのかなと考えていま
す。パソコン教室の機器更新の際に、パソコンをなく
してタブレットをたくさん導入するという話も聞いた
ことがある気がするので心配しています。学習指導要
領が変わったときに、パソコン教室がもうないという
ことにならないように…。それから、評価については
話にあまり出てこなかったのですが、観点別評価の考
え方とか、そういうことが次期学習指導要領ではより
重要になってくると思われます。神奈川県ではだいぶ
早くに力を入れて対応されていて、考え方などは浸透
しているのだろうと思うのですが、千葉県ではちょっ
と心配だなと感じています。もう少し研修を深める機
会を作っていかなければいけないのかなと思っていま
す。最後にちょっと期待なんですけど、平成15年頃、
教科「情報」が始まった当時というのは、結構あちこ
ちで研修会や勉強会があり、企業が主催するものから
先生方の内輪のものまでたくさんあったのですが、い
つの間にかなくなっていったんです。しかし、これか

ら小中高校で情報がもっと入ってくるとなると、小中
高の先生方が縦の繋がりと横のつながりを両方持って
やっていくような、そういう勉強会がより重要になっ
てくると思います。そういう活動に期待したいです。
そのためにも校内で情報科の先生の存在意義や価値を
もっと高めていって、情報がこんなに大事な教科に
なっていると校内の他教科の先生方にもよく理解され
るように、情報科の先生に頑張ってほしいと思ってい
ます。

津賀　はい、ありがとうございます。あの、ご指摘
あった通り、少しレベルの高い内容を扱っている方も
多いので、現実から少し難しくなるのかもしれないで
すけど、途中でどなたかおっしゃっていましたが、こ
れから新しい学習指導要領が入る中で、目の前の子供
たちに対して、どこを目標にするのか、ここは非常に
大事だと思ってるんです。で、ここにいらっしゃる方
はそれぞれポリシー持ってやってらっしゃいますが、
今後、新しい学習指導要領になったらみなさんそれぞ
れお考えを頂きながら、授業をしていただければなと
思って今日は閉めたいと思っております。テーマは、
期待すること準備すべきこととありましたが、準備す
べきことはまだちょっと早いかなと。敢えて避けさせ
ていただきました。期待の方も、中々現実目の前のこ
とと少し違うかもしれませんが、こういう意見もある
ということで覚えていただければと思います。以上で
す。
玉田　どうもありがとうございました。素晴らしい先
生方のお話をいただきました。フロアの先生方もいろ
いろとご意見がおありだと思いますので、これから懇
親会でしっかりとご歓談ください。
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